
                          

は
じ
め
に 

 

戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
は
官
製
の
編
纂
資
料

や
藩
中
心
の
文
献
に
よ
っ
て

多
く
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
者
に
は
政
治
的

意
図
が
含
ま
れ
、
後
者
に
は

贔
屓
目
の
記
述
が
多
く
あ
り

ま
す
。 

 

最
近
、
文
書
館
や
博
物
館
、

各
自
治
体
が
地
道
に
資
料
収

集
を
行
い
、
資
料
集
の
発
刊

を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
よ
う
や
く
戊
辰
戦

争
を
経
験
し
た
一
人
一
人
の

歴
史
の
掘
り
起
こ
し
、
読
み

直
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

本
稿
は
、
庄
内
藩
（
同
盟
軍
）
と
新
政
府
軍
と
の
赤

倉
越
（
真
室
川
町
）
の
戦
い
に
関
し
て
、
一
つ
は
、
そ

の
戦
況
が
遠
く
離
れ
た
村
山
郡
葛
沢
村
（
松
山
藩
領
・

現
大
江
町
）
の
大
庄
屋
阿
部
伝
五
郎
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
た
の
か
を
見
て
み
ま
す
。
ま
た
、
二
つ
は
、
こ

の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
「
敵
方
」
の
兵
士
の
墓
を
建
て

た
人
々
の
例
を
紹
介
し
、
戦
争
と
民
衆
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

一
、
戦
況
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
か 

 

こ
こ
で
扱
う
資
料
は
、
松
山
藩
左
沢
領
大
庄
屋
阿
部

伝
五
郎
家
文
書
で
す
。 

大
江
町
は
、
江
戸
時
代
、
町
域
の
多
く
が
庄
内
藩
支
藩

の
松
山
藩
領
で
し
た
。
阿
部
伝
五
郎
家
は
江
戸
中
期
よ

り
発
展
し
た
豪
商
農
で
、
幕
末
期
に
は
北
郷
組
の
大
庄

   

              山形県総務部学事文書課分室  県史資料室 

〈
特
別
寄
稿
〉

明
治
時
代
の
コ
レ
ラ
流
行 

 

東
北
芸
術
工
科
大
学
准
教
授 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹 

原 

万 

雄 

 

〈
特
別
寄
稿
〉 

「
し
た
た
か
な
」
民
衆
、
「
お
ろ
お
ろ
す
る
」
民
衆 

～ 

東
北
の
戊
辰
戦
争 

～ 

大
江
町
史
編
纂
室
専
門
員 

 
 

渡 

辺 
 

 

信 

 

松
山
隊
の
陣
容
を
記
入
し
た
書
簡 

（
「
阿
部
家
文
書
」） 
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屋
で
し
た
。
阿
部
家
は
、
青
苧
・
蝋
・
漆
な
ど
の
取
引

を
通
し
て
、
北
陸
・
京
都
・
大
坂
な
ど
の
商
人
と
交
流

が
多
く
、
商
用
書
簡
に
は
、
上
方
の
政
治
・
社
会
情
勢

の
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。（
『
大
江
町
史
資
料
第
二
十
三

号
』
参
照
） 

 

阿
部
伝
五
郎
は
、
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
も
よ
り
積
極

的
に
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
安
達
彦
助
か
ら

の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

安
達
彦
助
は
、
十
代
・
阿
部
伝
五
郎
の
三
男
で
松
山

安
達
家
の
入
聟
と
な
り
、
後
に
清
章
と
改
名
し
て
い
ま

す
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
生
ま
れ
で
戊
辰
戦
争

が
始
ま
っ
た
時
は
二
十
四
歳
で
す
。
直
接
的
な
史
料
で

は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
松
山
藩
隊
に
弾
薬
等
を

運
ぶ
人
夫
的
な
仕
事
で
従
軍
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
彦
助
か
ら
傳
五
郎
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
戊
辰
戦

争
の
様
子
を
具
体
的
に
記
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

一
、
新
庄
秋
田
越
後
の
一
条
、
一
寸
申
し
上
げ
候
。

兼
ね
て
御
存
知
も
御
座
候
白
河
行
き
御
人
数
、
過

る
七
月
十
二
日
、
上
ノ
山
に
泊
り
候
と
こ
ろ
、
急

に
御
引
き
返
し
に
相
い
成
り
、
十
四
日
、
新
庄
口

に
て
戦
争
相
い
始
ま
り
候
と
こ
ろ
、
分
取
り
な
ど

多
分
こ
れ
あ
り
。
大
御
勝
利
に
相
い
成
り
候
。
し

か
し
そ
の
内
に
此
方
様
御
使
番
、
加
藤
泰
蔵
、
御

足
軽
村
松
一
十
治
、
討
ち
死
に
仕
り
候
。
同
日
に

酒
井
吉
之
丞
殿
御
人
数
に
て
す
ぐ
さ
ま
新
庄
本

城
を
焼
き
払
い
落
城
仕
り
候
。
そ
の
後
、
追
々
御

人
数
秋
田
表
へ
お
操
り
込
み
に
つ
き
、
御
物
頭
一

組
を
相
い
増
し
申
し
候
て
操
り
込
み
に
相
い
成

り
候
と
こ
ろ
、
院
内
に
て
過
る
二
十
九
日
、
戦
争

相
い
始
ま
り
候
と
こ
ろ
、
又
々
御
勝
利
に
相
い
成

り
候
。
そ
の
節
、
御
物
頭
山
本
丈
右
エ
門
殿
、
御

使
番
奥
本
勘
助
殿
、
御
足
軽
斎
藤
保
之
助
、
右
三

人
手
負
い
に
て
昨
日
八
ツ
過
ぎ
（
二
時
過
ぎ
）
着

仕
り
候
え
ど
も
命
に
は
別
条
ご
ざ
な
く
候
。
何
方

に
て
も
御
勝
利
の
注
進
ば
か
り
参
り
候
間
、
同
藩

一
同
安
心
罷
り
在
り
申
し
候
。
か
つ
、
御
本
家
様

御
人
数
も
上
々
。
手
負
い
討
ち
死
に
御
座
候
え
ど

も
追
々
申
し
上
げ
候
。
も
っ
と
も
此
方
様
御
人

数
、
新
庄
よ
り
操
り
込
み
候
御
人
、
頭
立
ち
候
は 

 
 

 

士
大
将 

 
 

長
坂
右
近
之
助
殿 

 
 

 
福（

マ
マ
）

将 
 

 
 

折
田
清
右
エ
門
殿 

 
 

 

添
将 

 
 

 

塚
越
道
之
助
殿 

 
 

 

御
使
番 

 
 

奥
本
勘
助
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
加
藤
泰
蔵
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
御
両
人
は
先
に
記
す
。 

 
 

 

御
物
頭 

 
 

屋
城
敬
兵
衛
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
丈
右
エ
門
殿 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

此
人
も
記
し
申
し
候 

 
 

 

小
荷
駄
奉
行 

塚
田
貢
太
夫
殿 

右
の
通
り
に
御
座
候
。 

『
新
編
庄
内
史
年
表
』
で
こ
の
間
の
動
き
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。 

 

七
月 

四
日 

庄
内
一
番
大
隊
が
白
河
口
へ
出
征
。

松
山
隊
が
清
川
で
加
わ
る
。 

 

七
月
十
一
日 

秋
田
・
新
庄
両
藩
が
同
盟
か
ら
離
脱 

に
つ
き
、
一
・
二
番
隊
に
両
藩
攻
撃
の
指
令
が
下 

さ
れ
る
。 

 

七
月
十
三
日 

舟
形
の
戦
い 

 

七
月
十
四
日 

 

鳥
越
の
戦
い
で
一
番
大
隊
が
舟
形

に
撤
退
。
二
番
大
隊
は
新
庄
城
を
制
圧
す
る
。 

 
 

七
月
二
十
五
日 

新
政
府
軍
は
大
滝
・
及
位
を
放

棄
し
、
本
道
雄
勝
越
、
間
道
赤
倉
越
で
秋
田
に

逃
走
。 

 

七
月
二
十
八
日 

松
山
藩
山
本
丈
右
衛
門
組
、
庄

内
藩
石
原
藤
助
隊
と
と
も
に
赤
倉
越
に
向
か

う
。 

 

松
山
隊
も
、
一
番
大
隊
と
共
に
戦
っ
て
い
ま
す
。
書

簡
に
あ
る
陣
容
は
、『
松
山
町
史
』
下
巻
に
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
こ
の
書
簡
の
日
付
は
八

月
三
日
で
す
が
、
極
め
て
、
近
い
時
期
に
か
な
り
正
確

に
情
報
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

書
簡
に
あ
る
斎
藤
保
之
助
（
足
軽
）
の
最
後
の
状
況

を
記
し
た
史
料
が
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
記
載
内
容
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。 

『
戊
辰
庄
内
戦
争
録
』
巻
一
（
明
治
二
十
八
年
）
に
は
、

斎
藤
保
之
助
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
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す
。 敵

、
要
地
に
堅
く
備
え
て
待
ち
設
け
し
所
に
て
数
刻

の
間
、
難
戦
す
。（
中
略
）
松
山
藩
山
本
丈
右
衛
門
、

奥
本
勘
助
両
人
も
藤
助
（
庄
内
藩
一
番
大
隊
小
隊
長

石
原
藤
助
）
と
と
も
に
進
み
て
手
負
い
た
り
。
同
藩

松
田
作
松
討
死
、
斎
藤
保
之
助
深
手
を
負
う
。 

 
 

 
 

 

此
日
死
傷 

 
 

手
負 

赤
倉
越 

松
山
物
頭 

山
本
丈
右
衛
門 

 
 

同 
 

同 
    

丈
右
衛
門
組
半
隊
長 

斎
藤
保
之
助 

 
  

討
死   

 
 

 
          

松
田
作
松 

『
戊
辰
庄
内
戦
争
録
・
付
録
』
に
あ
る
「
戊
辰
戦
争

死
傷
」
に
は
「
（
七
月
）
二
十
八
日
、
斎
藤
保
之
助
討
死
」

と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

松
山
藩
一
番
大
隊
長
兼
庄
内
藩
一
番
大
隊
参
謀
の

松
森
胤
保
が
ま
と
め
た
『
北
征
記
録
』（
『
松
山
町
史
史

料
篇
』
第
一
輯
）
で
は
、
斎
藤
保
之
助
は
、
重
傷
を
負

っ
て
所
在
不
明
と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

同
じ
く
、
松
山
藩
士
土
方
鎮
之
丞
政
国
が
記
し
た

『
戊
辰
陣
中
日
誌
』（
松
山
町
史
編
纂
委
員
会
）
に
は
、

「
勘
助
は
負
傷
し
斎
藤
安
之
助
は
重
傷
を
負
い
二
・
三

日
過
ぎ
て
死
亡
し
た
と
い
う
。
」
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

年
数
が
経
っ
て
か
ら
の
記
録
物
で
は
、
負
傷
し
た

後
、
死
亡
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
八

月
三
日
付
け
の
安
達
彦
助
の
書
簡
に
「
命
に
は
別
条
無

し
」
と
あ
る
の
は
、
い
ち
早
く
報
告
し
て
い
る
の
で
亡

く
な
っ
た
こ
と
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
、
松
山
と
左
沢
を
公
的
に
往
き
来
す
る
場

合
二
泊
三
日
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
山
で
は
な
く

赤
倉
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
八
月
三
日
に
三
日
足
し

た
と
し
て
も
、
赤
倉
越
（
山
形
と
秋
田
の
県
境
）
の
戦

況
が
か
な
り
早
く
葛
沢
村
に
届
い
て
い
る
と
言
え
ま

す
。 

  
 

二
、「
敵
方
」
の
兵
士
の
墓
を
建
て
た
人
々 

 

と
こ
ろ
で
、
斎
藤
保
之
助
に
つ
い
て
は
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
真
室
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
二
〇
二

〇
年
「
羽
州
街
道
及
位
宿
」
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
斎
藤
保
之
助
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

こ
こ
、
赤
倉
の
人
々
は
現
在
で
も
「
庄
内
様
の
墓
」

と
い
っ
て
我
が
墓
同
様
に
供
養
し
て
い
る
。 

 
 

戊
辰
戦
争
で
新
庄
藩
と
庄
内
藩
は
敵
味
方
に
分

か
れ
て
激
し
く
戦
っ
た
。
及
位
は
新
庄
領
内
で
、
し

か
も
両
軍
の
戦
場
と
化
し
た
地
区
で
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
赤
倉
の
人
々
は
丁
重
に
葬
り
、
現
在
に
お
い
て

も
墓
に
花
や
供
物
を
供
え
、
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。 

 
 

庄
内
藩
は
官
軍
を
追
っ
て
秋
田
領
に
侵
入
を
企

て
た
。
赤
倉
に
侵
入
し
た
庄
内
勢
（
松
山
藩
二
個
中

隊
）
は
赤
倉
沢
を
さ
か
の
ぼ
る
峠
道
を
進
ん
だ
が
、

途
中
官
軍
の
猛
銃
撃
に
遭
い
、
一
人
の
負
傷
者
を
出

し
一
時
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
折
、
重
傷

を
負
っ
た
一
人
は
ど
こ
に
隠
れ
た
も
の
か
、
発
見
で

き
ず
行
方
不
明
と
し
て
そ
の
ま
ま
退
却
し
た
。 

 
 

数
日
後
、
山
に
入
っ
た
村
の
一
人
が
兵
を
発
見

し
、
急
い
で
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
村
で
は
皆
協
力
し

て
、
赤
倉
の
沢
「
曲
師
（
沢
の
支
流
）
の
小
屋
」
に

住
ま
わ
せ
、
薬
や
食
事
を
与
え
厚
く
介
護
し
た
が
こ

の
地
で
果
て
て
し
ま
っ
た
。
村
人
は
村
の
墓
地
に
厚

く
葬
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『「
羽
州
街
道
及
位
宿
」
展 

図
録
』） 

 

ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
生
き
続
け
た
か
は
不
明
で
す

が
、
負
傷
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。 

 

こ
の
墓
地
に
つ
い
て
は
後
日
談
が
あ
り
ま
す
。
大
友

義
助
氏
が
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
四
日
の
読
売
新
聞

に
「
庄
内
様
の
墓
」
と
い
う
題
で
寄
稿
し
て
い
ま
す
。 

（
墓
地
建
立
の
話
に
続
け
て
）、
と
こ
ろ
が
、
一
九
七

五
年
八
月
、
塩
根
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
墓
が
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
遺
憾
と
し
た
村
人
は
奇
特

に
も
出
稼
ぎ
で
得
た
金
で
、
立
派
な
墓
石
を
求
め

最初の庄内藩士の墓 

（『「羽州街道及位宿」展 図録』） 
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「
庄
内
藩
士
之
墓
」
と
刻
ん
だ
墓
を
建
立
し
、
兵
士

の
霊
を
慰
め
た
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
後
年
、
こ

の
こ
と
を
知
っ
た
鶴
岡
市
の
致
道
博
物
館
長
（
当

時
）・
酒
井
忠
一
さ
ん
ら
は
、
一
九
八
八
年
秋
、
兵
士

の
霊
を
弔
い
、
村
人
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
が
、
彼

ら
は
「
た
だ
、
当
然
の
こ
と
を
し
た
だ
け
」
と
応
え

た
と
い
う
。 

 
 

 

お
わ
り
に
か
え
て 

 

「
庄
内
藩
士
の
墓
」
を
訪
ね
て
み
る
と
そ
こ
は
山
裾

の
杉
木
立
に
囲
ま
れ
、
目
の
前
は
水
田
の
広
が
る
の
ど

か
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
な
ぜ
、
斎
藤
保
之
助
は
、
こ
こ

で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
庄
内
藩
側
の
「
兵
士
」
を
、「
敵
対
す
る
」
新

庄
藩
の
領
民
で
あ
る
人
々
が
看
病
し
墓
を
建
て
て
弔

う
意
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

「
し
た
た
か
な
民
衆
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
宮
間
純
一
氏
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

「
（
資
金
・
食
糧
・
人
員
の
強
制
的
な
徴
収
・
徴
発
、
住

居
・
家
財
が
戦
火
に
か
か
り
、
無
関
係
な
農
民
の
殺
害

な
ど
）
、
そ
う
し
た
場
面
だ
け
切
り
取
れ
ば
民
衆
は
戦

闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
「
被
害
者
」
で
し
か
な
い
。
し
か

し
、
民
衆
は
実
に
し
た
た
か
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
自

己
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
権
力
・
権
威
に
す
り
寄
ろ

う
と
す
る
集
団
、
み
ず
か
ら
の
地
位
・
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
ま
た
た
く
間
に
態
度
を
変
え
る
者
な
ど
、

お
の
お
の
が
主
体
的
に
政
治
的
な
判
断
を
下
し
て
い

る
。」（「
江
戸
周
辺
地
域
に
お
け
る
内
乱
と
民
衆
」『
戊

辰
戦
争
の
新
視
点
・
下
』） 

 

安
達
彦
助
の
書
簡
は
、
戦
況
報
告
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に
、
松
山
藩
隊
と
隊
士
の
状
況
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
隊
士
と
は
藩
の
役
人
で
も
あ
り
、
阿

部
伝
五
郎
と
は
大
庄
屋
と
し
て
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
隊
士
の
様
子
は
気
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
な
に

よ
り
も
松
山
藩
の
状
況
が
ど
う
で
あ
り
、
今
後
、
世
の

中
が
ど
う
な
る
か
を
見
極
め
た
い
と
い
う
の
が
情
報

収
集
に
努
め
た
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
阿
部
伝
五
郎
は
、
大
庄
屋
と
し
て
、
豪
商
と

し
て
、
情
報
を
集
め
、
家
産
を
守
り
村
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

 
次
は
、
庄
内
藩
隊
が
秋
田
藩
十
文
字
村
に
攻
め
込
ん

だ
と
き
の
記
述
で
す
。 

近
辺
の
農
夫
、
嘆
願
に
出
る
者
多
し
。
村
方
が
焼
か

れ
ぬ
様
に
と
の
願
い
な
り
き
。
ま
ず
も
っ
て
、
何
御

用
で
も
務
め
る
の
で
と
こ
ぞ
っ
て
の
願
い
で
あ
る 

（『
戊
辰
庄
内
戦
争
録
』
十
文
字
の
戦
） 

 

家
々
に
火
を
つ
け
る
の
は
戦
の
常
套
手
段
で
し
た
。

し
か
し
、
農
民
に
と
っ
て
は
家
や
収
穫
物
を
焼
か
れ
る

こ
と
は
大
惨
事
で
す
。
だ
か
ら
、
農
民
は
敵
で
あ
ろ
う

と
放
火
を
免
れ
る
た
め
に
は
「
御
用
」
を
務
め
る
の
で

す
。 

 

次
は
、
庄
内
軍
が
退
却
す
る
時
、
庄
内
側
に
つ
い
た

亀
田
藩
領
か
ら
落
ち
延
び
る
人
々
の
様
子
を
記
し
た

も
の
で
す
。 

老
人
は
城
下
を
振
り
返
り
、
涙
を
落
と
す
な
ど
、
亡

国
の
様
子
が
察
せ
ら
れ
る
。
落
人
も
夥
し
く
老
若
男

女
が
打
ち
連
れ
て
道
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
大
勢
で
あ
る
。
多
く
は
家
財
雑
具
な
ど
携
え
る

も
の
は
無
く
て
大
き
い
風
呂
敷
に
包
ん
で
背
負
っ

て
い
る
者
が
多
い
。
婦
人
は
浴
衣
を
上
に
重
ね
て
着

て
、
大
小
の
刀
を
差
し
て
い
る
。
子
ど
も
を
背
負
っ

て
手
を
引
い
て
い
る
が
、
六
つ
七
つ
の
小
児
な
ど
は

く
た
び
れ
た
と
見
え
て
浜
辺
に
泣
き
臥
せ
て
い
る
。

（
略
）
住
み
馴
れ
し
郷
里
を
捨
て
て
皆
、
庄
内
に
落

ち
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
戊
辰
庄
内
戦
争
録
』） 

 

敗
者
側
に
立
た
さ
れ
た
人
々
は
な
す
す
べ
も
な
く

お
ろ
お
ろ
し
逃
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
し
た
た
か
さ
を
持
つ
民
衆
の
ほ

か
に
、
戦
争
に
踊
ら
さ
れ
、
巻
き
込
ま
れ
、
お
ろ
お
ろ

す
る
し
か
な
い
民
衆
も
存
在
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
同
盟
軍
対
新
政
府
軍
と
い
う
構
図
の
中
で
、

兵
士
に
志
願
す
る
民
衆
も
確
か
に
存
在
し
ま
す
が
、
支

配
者
側
の
対
立
や
思
惑
と
は
離
れ
て
暮
ら
す
民
衆
も

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

戊
辰
戦
争
時
に
生
き
た
民
衆
一
人
一
人
の
歴
史
の

掘
り
起
こ
し
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

④ 



        

近
代
的
軍
隊
の
創
設
を
急
務
と
し
た
明
治
政
府
は
、

明
治
六
年
一
月
十
日
に
徴
兵
令
を
布
告
し
、
国
民
皆
兵

の
原
則
を
打
ち
立
て
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
徴
兵
令
に

は
欠
格
者
の
免
役
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
国
民
は
こ
れ

を
利
用
し
て
、「
其
生
血
ヲ
以
テ
国
ニ
報
ズ
ル
」
と
い
う

血
税
で
あ
る
徴
兵
義
務
に
抵
抗
し
ま
す
。 

 

置
賜
県
第
四
大
区
小
四
区
（
現
、
長
井
市
・
川
西
町
）

で
は
、
明
治
六
年
に
二
十
歳
に
な
っ
た
者
は
六
一
名
で

し
た
が
、
そ
の
う
ち
免
役
規
則
該
当
者
が
五
四
名
お
り
、

そ
の
免
役
箇
条
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
す
（
以
下
、

史
料
は
文
教
の
杜
な
が
い
所
蔵
）
。
も
っ
と
も
多
い
の

が
「
嗣
子
」
で
、「
戸
主
」「
独
孫
」
と
共
に
「
家
」
の

維
持
に
係
わ
る
事
由
で
す
。
他
に
「
五
尺
一
寸
未
満
」

「
不
具
」
と
い
っ
た
身
体
的
事
由
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
翌
年
に
は
、
各
地
に
村
内
や
近
隣
村
に
在
住
す

る
長
女
と
の
縁
組
を
進
め
る
「
養
子
送
籍
」
が
目
に
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
県
民
動
向
に
、
置
賜

県
は
、
実
印
に
よ
る
届
出
や
正
副
戸
長
検
査
を
徹
底
す

る
こ
と
、
名
簿
提
出
後
の
事
情
は
聞
き
届
け
な
い
こ
と
、

実
態
検
査
も
あ
り
得
る
こ
と
、
身
体
事
情
に
つ
い
て
は

容
体
書
を
備
え
る
こ
と
な
ど
を
通
達
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
国
民
の
徴
兵
忌
避
意
識
は
高
ま
る
一
方
で
、

区
内
に
は
、
村
か
ら
逃
亡
す
る
者
や
教
導
職
に
逃
げ
込

む
者
が
現
れ
ま
す
。
表
２
は
明
治
八
年
七
月
の
「
第
四

大
区
小
四
区
成
丁
免
役
ヶ
条
調
」
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。 

 

政
府
は
、
各
鎮
台
で
所
要
の
兵
員
を
確
保
で
き
な
い

事
態
が
起
き
る
と
、
次
第
に
免
役
の
幅
を
狭
め
て
行
き
、

明
治
二
十
二
年
に
は
「
家
」
保
護
的
な
免
役
を
廃
止
し

て
国
民
皆
兵
を
実
現
し
ま
す
。
戊
辰
戦
争
に
振
り
回
さ

れ
た
体
験
を
持
つ
近
隣
平
山
村
（
現
、
長
井
市
）
新
野

伊
三
太
の
「
歳
々
風
雨
物
直
咄
（
も
の
ね
ば
な
し
）
集
」
に

は
、「
皆
も
っ
て
出
来
る
（
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
）
い
や
な
る

も
の
な
れ
ば
、
主
な
し
の
叔
父
人
（
お
じ
び
と
、
次
男
以
下

の
男
）
も
に
わ
か
に
縁
組
し
て
取
引
き
い
た
し
け
れ
ば 

          

行
人
（
い
く
ひ
と
）
な
き
く
ら
い 

な
り
〈
略
〉
も
し
こ
し
ら
え 

等
あ
ら
わ
れ
候
え
ば
そ
の
罰 

金
弐
百
七
拾
両
（
円
）
、
又
行 

き
て
も
そ
の
人
に
ぐ
れ
（
逃 

げ
れ
）
ば
家
よ
り
罰
金
弐
百
七 

拾
両
、
そ
の
人
は
見
当
り
次 

第
ぶ
ぢ
ば
な
し
（
打
ち
放
し
） 

と
の
規
則
な
り
」
と
当
時
の 

様
子
を
述
べ
、「
百
姓
は
軍 

（
い
く
さ
）
は
う
だ
で
い
（
う 

ざ
っ
た
い
ヵ
）
も
の
に
ご
ざ
候 

な
り
、〈
略
〉
な
に
と
ぞ
天 

下
太
平
は
な
に
よ
り
の
願
い 

な
り
」
と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

武
士
の
役
割
で
あ
っ
た
軍 

事
行
為
が
、
す
べ
て
の
人
々 

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、 

殺
り
く
の
場
で
あ
る
戦
争
を 

身
近
に
考
え
る
人
が
多
く
な 

り
ま
し
た
。
徴
兵
忌
避
は
そ 

の
結
果
生
ま
れ
た
国
民
の
意 

志
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
が
私 

た
ち
に
改
め
て
戦
争
の
本
質 

を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。 

徴
兵
令
と
国
民 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
副
会
長 

山 

内 
 

 

励 

⑤ 

 

　　　　　箇条

村
嗣子

五尺
一寸
未満

戸主 独孫 不具

父兄
病身
ニ付
一家
代営

計

歌丸村 3 1 4

今泉村 2 2

川井村 3 2 5

下伊佐沢村 2 1 3

芦沢村 2 1 3

上伊佐沢村 2 1 1 1 5

大石村 2 2 1 1 6

西大塚村 9 1 2 1 13

中大塚村 5 2 2 9

東大塚村 1 1 2 4

計 29 13 6 4 1 1 54

表１ 第四大区小四区の免役箇条 

（明治 6年 7月） 

表２ 第四大区小四区の成丁免役箇条（明治 8年 7月） 

箇条　　　　　　　　　　　　村 大塚村 西大塚村 東大塚村 上伊佐沢村 今泉村 河井村 歌丸村 計
教導職試補拝命 1 2 1 2 1 3 10
逃亡尋中・行衛不知尋中 3 3 1 1 8
廃疾 4 1 1 6
教導職拝命 1 1 2
準等外四等副戸長 1 1 2
仙台鎮台常備兵服役 1 1
計 2 6 9 3 4 1 4 29



 

一 

は
じ
め
に 

現
在
、
紅
葉
山
文
庫
の
書
類
を
引
き
継
い

だ
国
立
公
文
書
館
に
は
六
十
三
鋪
の
正
保

城
絵
図
が
所
蔵
し
て
あ
り
、
一
九
八
六
年
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
残

さ
れ
た
六
十
三
鋪
の
内
、
山
形
県
に
関
わ
る

正
保
城
絵
図
が
五
鋪
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
正
保
城
絵
図
は
、
一
九
七
〇
年

代
以
降
、
山
形
県
史
や
市
町
村
史
の
編
纂
事

業
が
本
格
的
に
展
開
す
る
中
で
、
広
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
カ
ラ
ー
図
版
と
な
っ
て
眼
に
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
探
究
し

た
く
な
る
魅
力
を
持
っ
た
城
絵
図
と
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
武
田
喜
三
郎
氏
（
一
九
九
〇
）、
油

浅
耕
三
氏
（
一
九
八
七
）
ら
先
達
の
研
究
に

お
い
て
山
形
城
絵
図
と
東
根
城
絵
図
が
類

似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
絵

図
の
類
似
点
に
つ
い
て
体
裁
や
描
写
・
技
術

の
観
点
か
ら
改
め
て
整
理
し
て
み
ま
し
た
。 

 

二 

二
つ
の
城
絵
図
の
類
似
点 

○
「
出
羽
国
最
上
山
形
城
絵
図
」 

絵
図
規
格 

東
西
２
ｍ
６
８
㎝ 

 

南
北
３
ｍ
５
㎝ 

番 

号 
 

朱
筆
「
七
十
七
」 

 

朱
筆
「
改
二
十
九
」 

提  

出 
 
 

松
平
大
和
守 

○
「
最
上
東
根
城
絵
図
」 

絵
図
規
格 

東
西
２
ｍ
１
㎝ 

 
 

南
北
１
ｍ
６
７
㎝ 

番 

号 
 
 

朱
筆
「
七
十
八
」 

 
 
 

朱
筆
「
改
三
十
」 

提  
出 

 
 

松
平
大
和
守 

 

折
り
畳
ん
だ
表
紙
に
み
ら
れ
る
「
松
平
大

和
守
」
は
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

三
月
に
越
前
大
野
か
ら
入
封
し
た
松
平
大

和
守
直
基
で
あ
り
、
先
の
保
科
正
之
が
会
津

に
転
封
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
入
封
と
な
っ

た
人
物
で
す
。
二
つ
の
城
絵
図
が
類
似
す
る

要
件
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
は
次
の
五
つ

の
点
で
す
。 

（
一
）
共
通
の
作
成
基
準 

年
号
が
変
わ
り
正
保
元
年(

一
六
四
四)

と
な
っ
た
十
二
月
十
六
日
に
将
軍
家
光
か

ら
命
を
受
け
た
大
目
付
の
井
上
筑
後
守
政

重
と
宮
城
越
前
守
和
甫
は
、
諸
大
名
の
江
戸

屋
敷
留
守
居
役
を
評
定
所
に
集
め
、
国
絵

図
・
郷
帳
と
と
も
に
城
絵
図
の
作
製
、
提
出

を
命
じ
、
評
定
所
で
の
伝
達
時
に
、
絵
図
の

作
成
基
準
８
項
目
を
指
示
し
て
い
ま
す
。
幕

府
の
指
示
に
基
づ
き
な
が
ら
山
形
城
・
東
根

城
と
も
に
共
通
し
た
細
則
で
進
め
た
た
め

か
、
提
出
後
手
直
し
に
よ
る
朱
筆
の
書
き
込

み
や
貼
り
付
け
が
見
ら
れ
ま
す
（
第
１
図
）。 

               
（
二
）
藩
が
管
理
し
て
い
る
城
郭 

最
上
家
改
易
後
、
東
根
城
は
幕
府
の
命
に

よ
り
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
鳥
居
忠
政
に

よ
り
城
代
が
置
か
れ
ま
す
。
鳥
居
氏
後
も
保

科
正
之
、
松
平
大
和
守
直
基
の
時
も
東
根
城

は
管
理
さ
れ
て
お
り
、
正
保
の
時
点
に
お
い

て
、
幕
府
に
よ
り
各
藩
の
管
理
す
べ
き
城
郭

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
山
形
藩
の
本
城
と
支
城
の
関
係
に
あ

っ
た
た
め
、
城
絵
図
の
提
出
者
と
し
て
、
と

も
に
「
松
平
大
和
守
」
の
墨
書
名
が
、
そ
の

こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。 

表
紙
の
朱
筆
番
号
は
、
幕
府
に
よ
り
、
各

藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
城
下
絵
図
に
付
け
ら

れ
た
整
理
番
号
で
、
改
の
付
い
た
番
号
は
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
時
期
に
追
加

二
つ
の
城
絵
図 

 
 

  

県
史
資
料
室 

石 

井 

浩 

幸 

第１図 朱筆の書込み（ 左 山形城  右 東根城 ） 

城　名 朱番号 欠朱番号 改朱番号 備  考

山形城 77 29 本城

東根城 78 30 支城

久保田城 79 31

新庄城 80 32

上山城 81 33

本庄城 82 34

不明 83～88

米沢城 89 90 35

不明 90

出羽

 正保城絵図の通し番号（朱筆） 
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さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
形
城

は
「
七
十
七
」「
改
二
十
九
」、
東
根
城
に
は

「
七
十
八
」「
改
三
十
」
と
番
号
が
付
さ
れ

て
い
る
た
め
、
二
つ
は
続
き
番
号
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
城
・
支
城

の
関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
表
題
の
つ

け
方
が
お
な
じ
で
、
表
題
「
出
羽
最
上
山
形

城
絵
図
」「
最
上
東
根
城
絵
図
」
は
、
と
も

に
外
題
だ
け
で
附
紙
に
墨
書
し
、
折
り
畳
ん

だ
表
紙
の
中
央
に
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。 

（
三
）
描
写
技
術
の
類
似 

 

概
観
し
た
だ
け
で
も
、
似
て
い
る
「
感
じ
」

を
受
け
ま
す
が
、
武
田
喜
八
郎
氏
（
一
九
九

〇
）
は
、
狩
野
派
の
絵
師
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
記
述
し
、
矢
守
一
彦
氏
（
一
九
七
九
）、

川
村
博
忠
氏
（
二
〇
一
〇
）
も
清
絵
図
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
の
指
示
が
あ
り
、
江

戸
に
お
い
て
狩
野
派
絵
師
の
関
与
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
、

二
つ
の
城
絵
図
の
樹
木
や
田
畑
、
建
物 

道

筋
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
描
写
表
現
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

・
樹
木
表
現 

詳
細
な
指
示
は
不
明
な
が
ら
山
や
樹
木

な
ど
の
描
き
方
は
、
ま
さ
に
景
観
的
な
描
写

で
あ
り
、
渋
い
う
ぐ
い
す
色
で
彩
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
根
の
八
幡
宮
・
山
形
の
成
就
院
と

も
に
寺
社
屋
敷
を
薄
い
茶
色
で
縁
取
り
、
中

央
に
寺
社
名
を
墨
書
し
て
い
ま
す
。
そ
の
廻

り
に
描
か
れ
る
松
、
杉
の
景
観
描
写
は
そ
っ

く
り
で
す
。
狩
野
派
の
絵
筆
運
び
を
思
わ
せ

ま
す
。
格
子
状
の
田
畑
の
風
景
描
写
も
類
似

し
て
お
り
、
書
き
込
ん
だ
「
田
」「
畑
」
の
字

は
、
一
種
の
「
記
号
」
と
理
解
で
き
ま
す
。 

・
建 

物 

堀
は
細
線
で
縁
取
り
し
、
と
も
に
群
青
色

で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
石
垣
は
薄
く
染
め
こ

ん
だ
上
か
ら
、
ラ
ン
ダ
ム
な
積
み
上
げ
と
石

の
縁
取
り
に
よ
り
描
か
れ
、
櫓
は
向
き
や
形

状
が
相
似
し
ま
す
。
と
も
に
建
物
基
盤
に
横

線
を
入
れ
る
な
ど
共
通
点
も
見
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
山
形
城
の
方
が
や
や
屋
根
の
瓦
線
や

装
飾
の
入
り
な
ど
差
異
が
認
め
ら
れ
た
り
、

本
丸
に
、
御
殿
風
の
建
物
が
絵
画
風
に
表
現

さ
れ
て
い
る
な
ど
格
付
け
と
も
と
れ
る
表

現
を
し
て
い
ま
す
。 

・
道
筋 

町
屋 

幕
府
提
出
の
城
絵
図
の
た
め
、
家
臣
、
町

屋
に
は
屋
敷
割
は
な
く
、
大
枠
と
黄
土
色
の

着
色
の
み
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
侍
屋
敷
・

町
屋
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
道
筋
中
央
に
細

く
朱
線
が
ひ
か
れ
ま
す
。
山
形
城
で
は
羽
州

街
道
と
城
内
へ
の
主
要
道
は
よ
り
太
く
表

現
さ
れ
、
七
日
町
口
か
ら
二
の
丸
の
大
手
門

へ
と
太
い
朱
線
が
伸
び
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。「
町
屋
」
も
同
じ
書
体
で
す
。 

・
文
字
・
記
号 

絵
図
に
あ
る
「
薬
師
堂
」「
南
」「
田
」
を

図
示
し
ま
し
た
。
同
じ
絵
師
が
書
い
た
と
思

わ
れ
る
筆
跡
で
す
。
筆
跡
だ
け
で
な
く
、
書 

上 山形城 成就院   下 東根城 八幡宮 

第２図 樹木景観の表現 

上 山形城二の丸門  下 東根城二の丸門 

第３図 建物等の表現 
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き
込
み
の
位
置
取
り
や
大
き
さ
も
近
似
し

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。 

以
上
、
二
つ
の
城
絵
図
の
類
似
を
整
理
し

て
み
ま
し
た
が
、
焦
点
と
な
る
正
保
の
山
形

城
絵
図
・
東
根
城
絵
図
の
作
成
に
携
わ
っ
た

絵
師
に
つ
い
て
、
記
録
な
ど
で
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
武
田

喜
八
郎
氏
（
一
九
九
〇
）
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
風
景
描
写
の
技
法
か
ら
狩
野
派
の

絵
師
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
ま
た
筆
跡
の
類
似
か
ら
も
同
一
の
人
物

が
山
形
城
と
東
根
城
の
清
絵
図
作
成
に
あ

た
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。
川
村
博

忠
氏
（
二
〇
一
〇
）
は
、「
絵
図
元
諸
藩
で

は
い
ず
れ
も
ま
ず
国
元
で
下
絵
図
を
作
っ

た
あ
と
、
そ
れ
を
江
戸
へ
運
び
、
主
と
し
て

井
上
筑
後
守
の
も
と
へ
持
参
し
て
内
見
を

受
け
て
い
る
・
・
・
持
ち
込
ま
れ
た
下
絵
図

を
点
検
し
て
作
成
の
具
体
的
な
指
導
に
あ

た
っ
た
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
諸
藩
で
は
、

内
見
で
不
備
が
指
摘
さ
れ
る
と
、
絵
師
を
呼

び
寄
せ
る
な
ど
し
て
、
何
度
も
手
直
し
を
す

る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

さ
て
、
二
つ
の
城
絵
図
は
、
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
下
絵
図
段
階
で
江
戸
屋
敷
に
運
び
込

み
、
専
門
の
絵
師
に
よ
る
仕
上
げ
と
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

三 

終
わ
り
に 

 

最
上
東
根
城
絵
図
を
見
る
に
、
そ
の
正
確

さ
と
短
期
間
に
作
成
準
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
元
絵
図
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
問
い
か
け
が
涌
い
て
き
ま
す
。

城
郭
や
城
下
町
の
整
備
に
あ
た
り
、
当
然
家

臣
や
町
屋
の
屋
敷
割
が
行
わ
れ
た
だ
ろ
う

し
、
改
易
後
、
東
根
城
の
引
き
継
ぎ
に
あ
た

っ
て
は
伊
達
氏
・
鳥
居
氏
へ
と
引
き
継
が
れ

た
城
絵
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

第４図 町屋の表記（ 右 山形城 左 東根城 ） 

東根城 町屋の表記 

第５図 薬師堂の墨書 （ 右 山形城 左 東根城 ） 
第６図 記号「南」「田」の墨書  

（ 右 山形城  左 東根城 ） 
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